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目 的

沖縄県における冬期（１月中旬～２月下旬）のニガウリ栽培においては，花粉が出ないため交配が

できない期間があり，生産性向上のネックとなっている．そこで，低温・寡日照期においても，安定

して花粉が発生する品種の選定，栽培方法の改善，花粉の保存法，ホルモン剤の効果を検討した．

材料および方法

試験１．花粉用品種の選定

１）試験場所 沖縄県農業試験場園芸支場

２）供試品種及び系統 (1)汐風 (2)群星 (3)島風 (4)試交５号 (5)OHB3-1 (6)沖縄青中長

(7)01-2-4-16-2 (8)04-19

３）試験規模 ３株／品種，３反復

４）栽培概要

播種：2005年11月9日

定植：2005年1月29日

栽植密度：畦幅1.67×株間1.5ｍ 立体栽培

施肥管理：基肥量(成分kg/10a)N:P:K=26:37:22 他は沖縄県野菜栽培要領に準じる．

５）調査方法及び項目 花粉の発生程度（1/11～3/17 週3回 午前中に調査実施）

試験２．栽培方法の改善

１）供試品種 汐風

２）試験区

①地中加温無電照 ②地中加温暗期中断（11:00PM～2:00AM電照） ③無加温暗期中断（11:00PM

～2:00AM電照） ④無加温早朝電照・ﾊｳｽ前（4:00AM～7:00AM電照） ⑤無加温早朝電照・ﾊｳｽ

奥（4:00AM～7:00AM電照） ⑥無加温無電照 電照間隔：1.6ｍ×2ｍ 75W電照用ランプ使用

３）試験規模 ３株／区，反復なし

４）調査方法及び項目 花粉の発生程度（1/11～3/17 週3回 午前中に調査実施）

試験３．花粉の保存法

１）供試品種 群星

２）試験概要

午前中に採取した雄花を温度，湿度を変えて，ビン内で保存．その後，花粉の発芽率を測定した．

試験４．ホルモン処理の効果

トマトトーン（4-CPA 0.15%）の濃度を変えて，雌花の開花時に花が濡れる程度に噴霧した．

結果および考察

） ， ， 「 」１ 低温期の花粉用品種としては 花粉の発生が安定していて 収穫果実を市場に出荷できる 島風

が適している（表１ ．）

２）花粉発生程度の評価合計では，地中加温暗期中断区，地中加温無電照区，無加温早朝電照区（ハ

ウス奥）が良く，花粉発生程度の平均値においても，ほぼ同様な結果であったが，試験区間に有

意な差（５％水準）はなかった （表２ ．． ）

３）４℃乾燥区，４℃高湿度区，－２０℃乾燥区，－２０℃高湿度区とも，１週間以上の花粉保存は

できなかった（表３ ．）

４）トマトトーンの１０～２５倍濃度区において，やや果実の肥大が促進されたが，肥大途中で変形

するものが多く，低温期の着果対策としての利用は困難である（写真１，表４ ．）

以上の結果，低温期におけるニガウリの花粉対策としては 「島風」を花粉用品種として用い，南，

北棟ハウスの奥（北）に植え付け，早朝電照や地中加温を実施することにより若干改善されると思わ

れる．



写真１ ホルモン処理におけるニガウリ果実の肥大状況

表１．低温期におけるニガウリ品種の花粉調査結果
品   種 評価合計 評価平均 果実評価 総合評価

①汐風 328 3.5 ○ ○
②群星 287 3.4 ○
③島風 392

a 3.5 ○ ◎
④試交5号 295 3.4 ○
⑤OHB3ｰ1 323 3.7 △ ○
⑥沖縄青中長 292 3.7 △ ○
⑦01-2-4-16-2 253b** 3.1 △

⑧04-19 267
b* 3.5 ×

栽培概要：2005年11月9日播種、1区3株／品種、3反復

調査月日：2006年１月11日～3月17日、　週3回調査

評価方法：任意の5花の花粉発生程度を調査、５：花粉発生良好、３：花粉の発生が悪い、１：花粉の発生がない

a,b異符号間で有意差（ホルムの多重比較）あり

表２．地中加温・電照によるニガウリ花粉発生への影響
試験区 評価合計 評価平均 総合評価

①地中加温無電照（1-4前） 425 4.0 ○
②地中加温暗期中断（1-4中） 451 3.9 ◎
③無加温暗期中断（1-4奥） 397 3.6
④無加温早朝電照（1-3前） 330 3.7
⑤無加温早朝電照（1-3奥） 408 3.9 ○
⑥無加温無電照（2-4ﾊｳｽ平均） 328 3.5

栽培概要：2005年11月9日播種、1区3株、品種（汐風）、反復なし、地中加温設定温度24℃

調査月日：2006年１月11日～3月17日、　週3回調査

評価方法：任意の5花の花粉発生程度を調査、５：花粉発生良好、３：花粉の発生が悪い、１：花粉の発生がない

電照時間：暗期中断11:00PM～2:00AM　　早朝電照4:00AM～7:00AM

表３　ニガウリ花粉の保存可能日数
処理区 ・ 保存日数 当日 ３日目 ７日目 １４日目 ２１日目 ６０日目 備考

無処理 ○ － － － － －
１０℃・高湿度 － △ － － － － 前年実績

４℃・乾燥 － × × × × ×
４℃・高湿度 － × × × × ×

－２０℃・乾燥 － × × × × ×
－２０℃・高湿度 － × × × × ×

表４　ホルモン処理によるニガウリ果実の肥大状況（圃場試験）
試験区 ２５倍濃度 ５０倍濃度 １００倍濃度 花粉
処理日 2/2～2/19 2/2～2/22 2/2～2/23 2/2～2/18

処理雌花数 40 40 40 40
果重（ｇ） 10 3 2 267

果長（ｍｍ） 71 57 51 241
商品化率（％） 3 0 0 98
商品化率：出荷可能な果実本数／処理雌花数×１００


